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       　  第27回「ふるさと春日井学」研究フォーラム
ﾃｰﾏ『ふるさと創生を考えるー歴史と文化を活かした地域活性化の考え方ー』
　５月３日（日）市民活動支援センター（ささえ愛センター）において「ふるさと春日井学」研究フォーラムをテーマ『ふるさと創生を考えるー歴史と文化を活かした地域活性化の考え方ー』で開催しました。講演は、本会会長　河地　清氏『ふるさと創生を考えるー歴史と文化を活かした地域活性化の考え方ー』と副会長　近藤　雅英氏『玉野地域の今昔－郷蔵古文書整理からわかったこと－』の二本で行われました。ケーブルTV・CCNETの取材もあり、市民37名が熱心に聴き入り、参加者からの質疑応答も多数ありました。
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発表者：河地　　清　氏　　　　　　　　　　　　　　　　発表者：近藤　雅英　氏　
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場風景　　

－発表要旨－
　　大型連休中にもかかわらず、37名の参加者があった。第1部は河地清氏による「ふるさと創生を考える～歴史と文化を活かした地域活性化の考え方」と題して、これまでの「『ふるさと春日井学』研究フォーラム」を振り返って、「ふるさとのまちづくりと活性化」のテーマにかかわる発表の意義付けをされた。「下街道の歴史」「鳥居松本通り商店街の活性化」「ふるさとのまちづくりの理論と実践」「勝川商店街の再生とこれから」「近江八幡の地域活性化に学ぶ」「高蔵寺地域の歴史」「高蔵寺地域の再生に挑んだ事業家」「行政による流通・商業政策と春日井市の基本計画を読む」「書道文化の振興と地域の活性化」「まちづくりの新しい発想」「月尾嘉男講演、情報化時代のまちづくり」「下街道の文化を伝える郷土館」「鳥居松の歴史」「春日井の戦争遺構」「ふるさと春日井の自然、みどりのまちづくり実践」--　取り上げたテーマを振り返ってみると自然と歴史、文化を活かした地域活性化のヒントが見えてくる。月尾嘉男氏の「どの地域にもある歴史遺産を現代の資産とするという発想が新しいまちづくりの方法である。文化とか幸福を地域社会の目標とし、伝統や文化を自信を持って発信し、生活している人々が幸せを感じることができる都市環境を作って行くことを考えなければならない。」　河地氏は実は第1回の本フォーラム立ち上げの時に、すでに月尾氏に共感する発言をしている。発足2年目で、その月尾氏を招いて200人規模の講演会を開けたことで、あらためて初心(原点)に返って「中間のまとめ」をされた。

[image: ]　第2部は近藤雅英氏による「玉野地域の今昔～郷蔵古文書整理からわかったこと」の講演は地域の歴史と文化が掘り起こされていく“取り組み過程”を見せつけるものであった。
　「玉野の郷土史を後世に」と5人の有志が2005年ごろから資料集めに取り組んだ。2007年に正式に「ふるさとの昔話の会」を結成。地元のお年寄りたちから家業や言い伝えを聞き取ったり、各家に残る巻物や古地図などの資料を読み解いたりといった活動を本格化させた。2009年には市内の郷土史家たちの協力を得て、玉野区所有の郷蔵に保管されている古文書3,448点を解読した(中日新聞近郊版2010.9.15付)。この協力者が近藤雅英氏である。2014年3月発行の『玉野のいま昔』(玉野の昔話会発行、編集・企画　服部博昭、148頁、500部発行)は中日新聞2014.3.21付に載った。見出しに「古老の証言郷土誌に」「玉野町の住人9年かけ執筆」とある。8人で町内の古老50人ほどを訪ね歩いて本格的に調査した。2010年に五社神社から江戸～明治期の戸籍や租税関[image: ]係の古文書が多数発見されたことで一気に進んだとある。近藤氏の役割は、古老からの証言を古文書で確認する作業だった。
Ⅰ　玉野古文書の目録(18項目に分類) 
　郷蔵の古文書の解読は3,448点にも及んだ。もっとも古いものは⑧土木・普請の明和4年(1767)「明知村洪水切所検分」であった。各分類中最も古い資料は次のものであった。
①土地・資産(348件中)　天明4年(1784)12月　「本田新田御身取屋敷藪山高畝帳」
②租税・負担(516件中)　天明8年(1788) 6月　「本田新田見取り概し高帳」
③用水・河川(193件中)　寛政9年(1797) 8月　「乍恐御達申上候御事(大川日村)」
④村政　　　(398件中)  京和元年(1801)・2年　1月　　「下用書上帳」
⑤戸籍・人口(614件中)　寛政7年(1795) 3月　　「御取居住人別連判書上帳」
⑥産業　　　( 54件中)　明治3年(1870) 7月　　「ロンドン博覧会」
⑦農業・林業( 90件中)　天保8年(1837) 3月　　「籾立」
⑨営業・商業(203件中)  万延元年(1860) 4月　　「乍恐御達申上候御事(酒造稼高)」
⑩金融・通貨( 43件中)　弘化4年(1847) 　　　  「午歳日懸銭五ヶ月分割取立帳」
⑪寺社・宗教(178件中)　天明7年(1787) 9月　　「僧俗戒律心得」
以下軍事・兵役(152)、祭礼記(53)、交通・通信(43)、災害・救助(45)、雑件(170)は略す。
Ⅱ　『玉野のいま昔』の内容(11編から成る)
1) 生い立ち編　玉野の地名は「尾張國養老元年之圖」(養老7年(717))にでている。その写し図が資料に載る。(注、1300年前の愛知は水浸し、熱田台地もない。一番大きな島が中島(郡)。長島、津島、枇杷島も本当の島で、陸の先端が枇杷島から海を隔てて豊場に、北西に大草、神明、白山、高座山、玉野と続き、玉野が入江の行止り)　南北朝時代の「守部文書」に熱田大神宮領だった記録があるという。中世は篠木庄に属し、藩政時代は春日井郡玉野村。明治4年は名古屋県第3大区(春日井郡)第17小区玉野村。以後変遷を経て、明治22年10月1日に東春日井郡玉川村大字玉野になる。玉川村は玉野・外之原・高蔵寺・気噴(足振・久木)が合併。明治39年7月に玉野・不二が合併し高蔵寺村。昭和5年の町制施行で大字玉野になる。昭和33年より高蔵寺・坂下が春日井市に合併し、玉野町になった。
　寛文年間(1660年代)の家数は48戸、220人、馬14匹、社1戸、寺1戸。寛政10年(1798)に「村中人数書上帳」に480人とでている。安政5年(1858)の「同書上帳」で126戸、555人、3匹。明治7年の「戸籍取調簿」の戸数は130戸、605人、明治17年の「戸籍報告」で135戸、715人。嘉永5年(126戸、549人)以来ほとんど変わらない“閉ざされた”地域といえる。平成24年以来は玉野台1～3丁目に旧玉野地区を超える戸数・人口増加が押し寄せている。
2) 交通編　この地域は江戸時代、交通の要所であった。①岩割瀬の渡し(今の玉野橋の少し上流)は水野代官所へ通じる交通の要所、また、定光寺・沓掛を経て美濃に行くのに使われた。水量の多い時だけ渡し舟が運行されたもので、昭和10年まで運行された。②玉野道は庄内川右岸沿いに勝川、松河戸、上条、桜佐、神領、大留、高蔵寺を経て玉野への郷道。岩割瀬の渡しで対岸に渡り美濃に出る近道で庶民の道だった。③有料の愛岐街道が地域の有力者によって造られ、明治27年に完成した。中央線建設や土砂災害で会社を解散した。会社設立の前年の「差入証」(明治24年7月7日、念入れの書)が残る。④玉野から名古屋への玉野川通船計画の「願出」が安政3年に不許可になっている。⑤中央線敷設の工事で明治30年11月に死亡事故が起り、太平寺に慰霊碑「死有餘栄」が建ったが、平成12年の中央線開通100周年を記念し、玉野第1と第2トンネル間下の道路脇に移設された。外に、昭和5年12月開通の「省営バス」(のち国鉄バス)の変遷、昭和16年完成の高蔵寺弾薬庫引込み線の経緯、うぐい川と玉野川に架かる橋のことも話されたが省く。
3) 産業編　①農業　慶長検地(1608)では玉野村の総耕地は15町4反余、44戸だった。外之原に比べ収量が少ないのは導水が困難だったからだ。収量が増えたのは安永年間(1772-1780)に玉野用水事業の完成によってから。20町歩余の新田も生まれた。②農家の副業では、玉野用水ができた後も副業で生活を補った。藤箕(ふじみ)は尾張藩の特産品扱いとなり、藤蔓は猿投山、入鹿池あたりまで採取が認められた。大正時代には玉野藤箕生産組合もでき、70戸もの従事者がいた。箕は犬山・小牧・瀬戸・東濃、時には京・大阪、青森・北海道まで販売された。副業はほかに、桑葉・養蚕、茶、葉煙草、荷馬車・狩猟・川魚の漁業、渡船などにも精を出した。③商工業では、明治2年の調べで質屋3・酒造1・絞油2・水車1・猟師2・旅籠2・木挽2・陶磁器2・船業1・菓子小売1・荷馬車4があった。　④漁業では3人が鑑札持ちであったこと、玉野水力発電所が大正10年に完成したことも話されたが省く。4)神社・仏閣編での五社神社の祭礼・奉納の内容にも触れられたがこれも省かせていただく。
　『玉野のいま昔』は外に、郷土芸能編、教育・文化編、生活編、開発編、人物伝編、町の将来を描く編がある。玉野の郷土史を後世に残す取り組みを近藤氏から紹介いただいた。（記録：塚田　忠雄）

OPINION
　　　　　ふるさと春日井」にある「ＣＯＯＬ　ＪＡＰＡＮ」を探そう！

　国は、「地方創生」によって、地域の活性化を喚起し国全体に活気を呼び戻そうという政策を推進しています。その一つに「クールジャパン」の推進があります。それは、文化財の保存・整備や活用・発信」、「観光立国実現に向けたアクション・プログラム」のことです。「地域の文化財等の保存・整備を図るとともに、観光資源として積極的に国内外へ発信」し、「日本再生戦略」を図ろうというものです。「歴史・文化・自然」を「活用」することによって、観光誘致や地域活性化を進めようというものです。これは、正に本会「ふるさと春日井学」研究フォーラムが発足時以来主張しているコンセプト「歴史・文化を活かした地域の活性化」ということと価値観を同一にする考え方です。春日井の魅力や特色を発見し、再評価することによって地域の中で「クール春日井」の推進を図ることができるはずです。
　本会では、春日井の様々な魅力、特色を発信してまいりました。例えば、「書のまち春日井」の魅力としては、「小野道風」のことは勿論のこと、第21回フォーラムでは「書写教育の現状と課題」小野小学校校長宮田健一氏による小野小学校で行われている「席上揮毫大会」の教育実践の発表を発信しました。これは、80年にわたって継続されてきた特色ある教育文化活動といってよいものです。「戦時の空襲警報下の中でも実施されてきた」歴史は、強烈なインパクトをもって今日にその存在感を示していると言えます。その背景には、三蹟小野道風生誕地伝説が地域の誇りと愛着となって、地域のアイデンティティーになっているという歴史的背景があることがわかりました。その意味において、この「席上揮毫大会」の教育実践は、立派な教育文化遺産となる資格をもっているものと思います。子供達の揮毫した優秀作品を80年にわたり保管管理をされてきた小野小学校と、その作品群は正に書写・書道教育の文化財として、後世に語り継いでゆかねばならない重要な価値をもつものといっても過言ではありません。小野道風生誕伝説を示す遺跡群と地域の人たちの保存活動、教育活動はどこにもない特色ある魅力であり誇れる遺産ではないでしょうか。これぞ「クールジャパン」と言ってもよいのではないでしょうか。JR春日井駅が新装され「書のまち春日井」の玄関口とするならば、ロータリーに「小野道風」立像を建立し市街地中心部までの導線に書のモニュメントを配置して訪問者を迎える環境があってもよいのではないでしょうか。強く提案したいと思います。これこそ政府が推し進めようとしている「日本遺産」（Japan Heritage）の「歴史と文化を活かしたまちづくり」の「ふるさと創生」のイメージ例となるものではないでしょうか。その他、本会は、春日井の近代産業遺構としての「愛岐トンネル群」、戦争遺構建造物である名城大学附属農場内にある「陸軍鷹来工廠司令部本館」、歴史的景観と歴史建造物である「下街道と郷土館」等を地域おこしのシンボルとして活性化を考えることを発信してまいりました。
[bookmark: _GoBack]　「クールジャパン」成らずとも「クール春日井」の資源はまだまだ有ると思います。問題は、こうした文化的、歴史的資産をどのように地域の活性化に繋げて行くのかということです。「意識がかわれば行動がかわる」は本会のコンセプトであり理論的根拠でもあります。行政・事業者、地域のリーダーの意識がかわれば、事態は一気に変化して行きます。５年、10年のスパンで考えて発信し続けて行く他に特別な特効薬はなさそうです。しかし、現実には、少しづつ変化の兆しは見えつつあることも確かです。様々な人との出会いが様々なベクトルを生み、共有する価値が実現へと動き始めていることも確かな現実であることを感じています。（文責：河地　清）
　　  　次回「ふるさと春日井学」研究フォーラム（案内）
                Forum for Furusato Kasugai Studies
「ふるさと春日井」の魅力を再発見する
「まちづくり」の応援メッセージ
テーマ『特色ある文化「書のまち春日井」』
　　第29回
『ふるさと春日井の特色ある文化―「書の魅力」Ⅱ―』
日  時：平成27年7月５日（日）13:30～15:30
場  所：市民活動支援センター・ささえ愛センター２階第１集会室　　　　　　　　　
　フォーラム内容：小野道風と空海の書を通して、書道芸術の魅力を実技を交えて解説していただきます。書学者のみならず市民必聴の講演です。・・・続きは　　　　　　　　　　　　　FORUMで
発表者：　原田　凍谷　氏（中部大学講師・書家（登絖社代表））
	

	第30回『ふるさと春日井の特色ある文化―「書の魅力」Ⅲ―』


　　　　　　　　　　　　　安達　柏亭　氏（愛知教育大学講師・書家）を予定しています。
	


〈書籍紹介〉　『春日井郷土史　創刊号』（2015.3　春日井郷土史研究会）
　昭和49年５月24日発足「春日井郷土史研究会」発刊の
研究紀要です。問合わせ：村中治彦　℡.0568-92-8499   

	　〈事務局〉「ふるさと春日井学」研究フォーラム　会長　河地　清
　　　　　　　　　TEL/FAX　0568-82-5973  ﾒｰﾙ：kawachi-k@mb.ccnw.ne.jp
　かすがい市民活動情報ｻｲﾄ：http://kasugai.genki365.net/
                   　　  ふるさと春日井学　検　索 
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